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特集　ロングトレイルの魅力

まだまだ楽しめる国東半島芸術祭

市役所新庁舎・消防本部建設着工

まちの話題

　起源や由来が一切不明とされている奇祭
「ケベス祭」。白装束のトウバとの押し合
いの後、炎の中に飛び込んだケベスは、火
の粉を激しく巻き散らした。

10月14日　国見町櫛来　岩倉社　
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歩
く
国
東
半
島

 

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
魅
力

国東半島峯道ロングトレイルの
　“Ｋ―４”・“Ｋ―５”コースが
　　11月22日㈯・23日㈰にオープンします

世界農業遺産の魅力を存分に楽しめる

国
東
半
島
峯み

ね

道み
ち

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
と
は

　

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
は
、
登
山
道
や

古
道
な
ど
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
距
離

の
長
い
自
然
歩
道
の
こ
と
で
す
。
宿

泊
し
な
が
ら
地
域
の
自
然
や
文
化
、

そ
し
て
地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
む
「
歩
く
旅
」
と
も
言
え
ま
す
。

　

国
東
半
島
で
は
古
く
か
ら
、
六
郷

満
山
寺
院
の
僧
侶
た
ち
が
国
東
半
島

を
巡
る「　
峯み

ね

入い
り

行ぎ
ょ
う
」が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
峯
入
り
の
道
を
基
本

に
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
の
醍
醐
味
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き

る
登
山
道
や
遊
歩
道
を
追
加
し
、
楽

し
く
、
心
地
よ
く
歩
け
る
ト
レ
イ
ル

と
し
て
再
構
成
し
た
も
の
が
「
国
東

半
島
峯
道
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」
で
す
。

　

日
本
の
原
風
景
が
色
濃
く
残
る
神

仏
習
合
発
祥
の
地
、く
に
さ
き
。瀬
戸

内
海
国
立
公
園
の
絶
景
や
六
郷
満
山

寺
院
、「
世
界
農
業
遺
産
」に
認
定
さ

れ
た
ク
ヌ
ギ
林
や
た
め
池
な
ど
を
通

り
、
国
東
半
島
の
自
然
・
歴
史
・
文

化
の
魅
力
が
存
分
に
詰
ま
っ
た
コ
ー

ス
レ
イ
ア
ウ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

赤松の里 原木の野伏せ
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コ
ー
ス
は
10
区
間

　

豊
後
高
田
市
の
熊
野
磨
崖
仏
か
ら
、
国
東
市
の

両
子
寺
ま
で
至
る
10
コ
ー
ス
、
総
延
長
約
１
３
７

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
11
月
１
日
ま
で
に
、
６
コ
ー
ス

が
開
通
し
て
い
ま
す
。
コ
ー
ス
名
の
「
Ｔ
」
は
豊

後
高
田
市
、「
Ｋ
」
は
国
東
市
の
コ
ー
ス
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

国
東
市
の
コ
ー
ス
は
、
国
見
町
西
方
寺
か
ら
安

岐
町
の
両
子
寺
ま
で
の
６
コ
ー
ス
、
約
85
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
行
程
で
す
。
す
で
に
昨
年
12
月
に
Ｋ

―

１（
豊
後
高
田
市
六
所
宮
か
ら
岩
戸
寺
）、
今
年

５
月
に
Ｋ―

２（
岩
戸
寺
か
ら
文
殊
仙
寺
）、
Ｋ―

３（
文
殊
仙
寺
か
ら
行
入
ダ
ム
公
園
）
が
開
通
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
は
、
行
入
ダ
ム
公
園
か
ら
報
恩

寺
公
園
ま
で
の
Ｋ―

４
と
、
報
恩
寺
公
園
か
ら
梅

園
の
里
ま
で
の
Ｋ―

５
が
開
通
し
ま
す
。

Ｋ―

４
、Ｋ―

５
コ
ー
ス
の
魅
力

　

11
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
コ
ー
ス
は
、
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
日
本
一
の
ク
ヌ
ギ
林
と
た
め

池
に
よ
る
連
携
シ
ス
テ
ム
を
堪
能
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
松
地
区
の
原
木
の
野
伏
せ
や
狭
間
地

区
の
た
め
池
、
丸
小
野
地
区
の
原
木
し
い
た
け
生

産
の
ホ
ダ
場
、
吉
広
地
区
の
広
大
な
ク
ヌ
ギ
林
な

ど
、
す
ば
ら
し
い
里
山
の
風
景
に
出
合
う
旅
で
す
。

　

さ
ら
に
、
六
郷
満
山
寺
院
で
あ
る
丸
小
野
寺
や

報
恩
寺
を
巡
り
、
地
域
の
自
然
や
文
化
に
ふ
れ
あ

え
る
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

狭間新池

丸小野寺
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参
加
者
大
募
集
！

参
加
者
大
募
集
！

国
東
半
島
峯
道
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル　

Ｋ―

４　

Ｋ―

５

オ
ー
プ
ン
記
念

　 
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

11月

22
（土）

Ｋ―

４　

「
世
界
農
業
遺
産
の
里
」

　
　
　
　

行
入
ダ
ム
公
園
〜
報
恩
寺
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
・
４
㎞
）

【
料　
　

金
】
４
０
０
０
円
（
ガ
イ
ド
料
・
昼
食
付
）

【
所
要
時
間
】
６
時
間
30
分

【
定　
　

員
】
30
名
（
最
少
催
行
人
数
10
名
）

【
集
合
場
所
】
行
入
ダ
ム
公
園
駐
車
場
（
国
東
町
横
手
）

　
　
　
　
　
　

７
：
30
〜
８
：
30

【
行　
　

程
】
行
入
ダ
ム
公
園
出
発（
８
：
30
）↓

　

赤
松
の
里
↓
赤
松
仏
跡
↓
狭
間
新
池
↓
丸
小
野
寺

（
昼
食
）↓
し
い
た
け
ホ
ダ
場
↓
多
賀
神
社
↓

　

報
恩
寺
↓
報
恩
寺
公
園
着（
15
：
00
）

11月

23
（日）

Ｋ―

５　

「
吉
弘
楽
と

　
　

梅
園
の
ふ
る
さ
と
」

　
　
　
　
　
　

報
恩
寺
公
園
〜
梅
園
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
・
３
㎞
）

【
料　
　

金
】
４
０
０
０
円
（
ガ
イ
ド
料
・
昼
食
付
）

【
所
要
時
間
】
７
時
間
30
分

【
定　
　

員
】
30
名
（
最
少
催
行
人
数
10
名
）

【
集
合
場
所
】
梅
園
の
里
駐
車
場
（
安
岐
町
）

　
　
　
　
　
　

７
：
30
〜
８
：
30

【
行　
　

程
】
梅
園
の
里
↓

　

報
恩
寺
公
園
出
発（
９
：
00
）↓
吉
広
楽
庭
神
社
↓

　

吉
弘
城
跡
↓
西
武
蔵
越
↓
光
蓮
寺（
昼
食
）↓

　

八
坂
社
↓
梅
園
資
料
館
・
梅
園
旧
宅
↓

　

梅
園
の
里
着（
16
：
00
）

　

※

少
雨
決
行
、
軽
登
山
の
服
装

【
申
込
み
・
問
合
先
】
国
東
お
だ
や
か
博
２
０
１
４
事
務
局　

国
東
市
観
光
協
会 
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７
８―

72―

５
１
６
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

メ
ー
ル o

d
a
h
a
k
u
@
g
m
a
il.c
o
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
　
生
年
月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

国
東
半
島
峯
道

　
　
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
紹
介

（
林　

浩
昭 

会
長
：
46
名
）

　

平
成
25
年
４
月
、
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
に
よ
る
国
東
半
島
の
自

然
や
文
化
の
魅
力
を
広
く
伝
え
、

資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

を
目
的
に
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
愛

好
家
な
ど
の
有
志
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
長
の
高
橋
誠
一
さ
ん
（
安
岐
町
大
添
）
に
ク
ラ
ブ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

現
在
の
と
こ
ろ
コ
ー
ス
づ
く
り
が
中
心
で
す
。
毎
週
の
よ
う

に
山
に
入
り
、
草
刈
り
や
枝
打
ち
を
し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
の

養
成
や
マ
ッ
プ
の
作
成
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
国
東

市
で
開
催
し
、
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ

で
、
全
国
へ
向
け
た
情
報
発
信
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
は
？

　

今
年
度
末
に
は
、
全
10
コ
ー
ス
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
ト
レ
イ
ル
を
通
じ
て
、
国
東
の
観
光
発
展
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、

す
ば
ら
し
い
自
然
や

歴
史
、
文
化
を
守
る

取
り
組
み
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

事務局長の高橋誠一さん

※

特
典
「
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
・
記
念
ピ
ン
バ
ッ
ヂ
」
進
呈
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魅力満載！国東半島峯道
　ロングトレイル
　　10コースの紹介

公式コースマップ

【豊後高田市】

【国　東　市】

Ｔ－１　13.0㎞
　　　　熊野磨崖仏～真木大堂～田染荘～高山寺
Ｔ－２　14.9㎞
　　　　高山寺～岩脇寺～富貴寺～並石ダム
Ｔ－３　12.2㎞
　　　　並石ダム～長安寺～天念寺～無動寺～スパランド真玉
Ｔ－４　11.4㎞
　　　　スパランド真玉～猪群山～中山仙境～霊仙寺・実相院・六所宮

Ｋ－１
　ロングトレイルの
　クライマックス大不動窟、
　旧千燈寺と不動岩屋のルート　

11.0㎞

霊仙寺・実相院・六所宮
～大不動窟
～旧千燈寺
～五辻不動
～岩戸寺

Ｋ－２
　黒田官兵衛の戦跡と
　岩戸耶馬の絶景　

17.5㎞

岩戸寺
～大聖寺
～長慶寺
～三十仏
～葛原集落跡
～岩戸耶馬
～文殊仙寺

Ｋ－３
　文殊仙寺から行入寺へ
　名だたる５つの寺院を巡る　

15.5㎞

文殊仙寺
～成仏寺
～神宮寺
～泉福寺
～行入寺
～行入ダム公園

Ｋ－４
　クヌギ林やため池、
　　　しいたけのホダ場など
　　　　　世界農業遺産を歩く　

13.4㎞

行入ダム公園
～赤松の里
～狭間新池
～丸小野寺
～報恩寺
～報恩寺公園

Ｋ－５
吉広の広大なクヌギ林と
七島イの産地、西武蔵の谷を往く　

14.3㎞

報恩寺公園
～吉広楽庭神社
～吉弘城跡
～西光寺
～光蓮寺
～梅園旧宅
～梅園の里

Ｋ－６
国東半島の最高峰両子山頂から
最終点両子寺を目指す　

13.3㎞

梅園の里
～護聖寺
～諸田山神社
～走水観音
～両子山
～両子寺

～光蓮寺
～梅園旧宅
～梅園の里

Ｋ－６
国東半島の最高峰両子山頂から
最終点両子寺を目指す　

13.3来春オープン

Ｋ－５
吉広の広大なクヌギ林と
七島イの産地、西武蔵の谷を往く

～丸小野寺
～報恩寺
～報恩寺公園

オープン

Ｋ－４
　クヌギ林やため池、　クヌギ林やため池、　クヌギ林やため池、
　　　しいたけのホダ場など　　　しいたけのホダ場など　　　しいたけのホダ場など
　　　　　世界農業遺産を歩く　　　　　　世界農業遺産を歩く　　　　　　世界農業遺産を歩く　　　　　　世界農業遺産を歩く　　　　　　世界農業遺産を歩く　

　　10コースの紹介　　10コースの紹介　　10コースの紹介
【国　東　市】

オープン

行入ダム

吉弘楽

両子寺

大不動窟

山口池

泉福寺

【豊後高田市】

　13.0㎞
熊野磨崖仏～真木大堂～田染荘～高山寺

　14.9㎞
高山寺～岩脇寺～富貴寺～並石ダム

～両子寺
両子寺両子寺

来春オープン
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まだまだ

楽しめる！

11月30日㈰まで開催中　鑑賞時間10時～17時（最終受付16時30分）※水曜定休

　10月４日に開幕した「国東半島芸術祭」も、いよいよ後半。各会場には、連日
県内外から見学者が訪れています。まだ見ていないという皆さんも、各地域で行わ
れている催しをチェックして、おでかけしませんか？

　10月４日に開催されたオープニングセレモニー。
会場の国見みんなんかんホールは、芸術祭関係者と市
民や芸術に興味のある皆さんで満員に。国東半島芸術
祭実行委員会々長の二日市具正副知事や三河明史国東
市長、永松博文豊後高田市長が、多くの人に国東半島
に来ていただきたいとあいさつしました。
　引き続き、アーティストの宮島達男さんと川俣正さ
んが、国東市内で公開している作品について、製作過
程や地元住民との交流の様子を楽しく語りました。

　国東町成仏区の皆さんと全国から集まった
若者など総勢100人が、コンクリートハウス
の型枠を彫り、デジタルカウンターのスピー
ド調整を行った作品です。薄闇の山中に小さ
な明かりが集まった様子は、あたかも炎が燃
え上がっているかのように見えます。
　受付会場では、成仏桜会の皆さん
が毎日おせったいでおもてなし。
日替わりのとれたて野菜や岩松・
山野草の鉢植え、宮島達男さん公認
グッズも大好評です。

芸術の秋　開幕「オープニング・アーティストトーク」

成仏プロジェクト／宮島達男「Hundred Life Houses」

　国見町岐部地区の城山公園に置かれた木製の回廊「説教壇」。
ペトロ・カスイ岐部神父ゆかりの地を象徴する作品です。はるか
海のかなたのエルサレムを夢見たペトロ・カスイ岐部神父のよう
に、樹木の間から岐部湾を望んでみませんか。
　回廊周辺には、地域の子ども達が作った鳥の巣箱も取り付けら

れ、鳥のさえずりと木々のざわ
めきが心地よく聞こえてきま
す。
　受付会場では、地域の
方々がにこやかにお客様を
出迎えてくれます。

岐部プロジェクト／川俣 正「説教壇」

お土産物も
充実しています。
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　国見町の五辻不動尊に至る山中
に立つ鉄の人体像は、作者の身体
をかたどったものです。像の見つ
める先には、国東半島の雄大な景
色が広がっています。無垢の鉄で
できた像は風雨にさらされて赤黒
くさび、刻一刻とその姿を変化さ
せています。
　ふもとの不動茶屋では、ガイド
ツアーの受付も行われています。

　国見ギャラリー通り
の中にある「集うい
え」の２階を、アート
カンパニースタジオク
ラ（福岡県糸島市）が
かわいらしく模様替え
しました。ここでしか注文できない「シカ肉ハ
ムのバーガーセット」（1000円）もおススメ
です。

　芸術祭インフォメーションセンター
（国東市サイクリングターミナル、豊後
高田市バスターミナル）では、芸術祭
グッズや関連商
品を好評発売中
です。
　ここでしか手
に入らない限定
ものも！

千燈プロジェクト／アントニー・ゴームリー「ANOTHER TIME XX」

その他にも

豊後高田市では

限定グッズを手に入れよう

集ういえ／「希望の原理」スタジオクラ

開催中の応援プロジェクト

石川直樹写真展／石川直樹サテライト展

　香々地、並石の既作品に加え、
真玉プロジェクトでは、旧縫製工場
でチームラボのデジタル映像作品を見ること
ができます。室内を歩く人の動きにあわせて、
国東の花々が変化する映像アートです。
　また、旧香々地町役場では、若手アーティ
ストの作品や、既存の美術品の展覧会「希望

公式サイト http://kunisaki.asia
Ｅメール  info@kunisaki.asia

【問合先】国東半島芸術祭実行委員会事務局
☎0978-25-5627　Fax0978-25-5628

の原理」が行われています。
　豊後高田市の総合インフォメー

ションセンター横では「西光祐輔写真展」、
昭和の町展示館では皆さんから応募された
「わたしのとっておきフォトコンテスト写真
展」を開催中です。

●案山子を見ながら、富来路開運ロードを
　楽しくドライブ！
　文渓里の会「案山子アートコンテスト」
●花咲きロードでおもてなし
　櫛海なっとかすっ会、松原フラワー会
●大分空港で作品展示中
　「アートで学んだよ！ 動物愛護」
　国東こども園（写真）
●国見ギャラリー通りの不思議な空き家
　ＧＲＥＥＮ　ＤＯＯＲＳ

　国見町岐部の国見ふ
るさと展示館では、国
東半島を3年間撮りづ
つけてきた石川直樹さ
んの写真展が開催中で
す。（入館料200円）
　また、国東町鶴川の古民家レストラン
ZECCOでは、「髪」をテーマにしたサテライト
展も行われています。
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平成26年１月から９月30日までの出動件数

火災出動は17件
昨年同期22件

救急出動は969件
昨年同期1023件

救助出動は19件
昨年同期13件

秋
季 

全
国
火
災
予
防
運
動

秋
季 

全
国
火
災
予
防
運
動

秋
季 

全
国
火
災
予
防
運
動
11
月
９
日
〜
15
日

秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

救助出動は19

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動
111111
月
９
日

月
９
日

月
９
日
〜〜
1111155
日日

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
26
年
度 
全
国
統
一
防
火
標
語

「
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ
」

　
全
国
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と
す
る

死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
火
を

取
り
扱
う
こ
と
に
責
任
感
を
持
ち
、

安
心
・
安
全
な
国
東
市
を
目
指
し
て

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

３つの習慣
１　寝たばこは、絶対にやめる
２　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
３　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

４つの対策
１　逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する
２　寝具や衣類、カーテンから火災を防ぐために、防炎品を使用する
３　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を設置する
４　高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

住宅火災を防ぐ７つのポイント

【問合先】　国東市消防本部　☎０９７８－７２－１１０１

消火器の
　　使い方
消火器の
　　使い方

　消火器は、みなさんにとってなじみの深い
ものですが、実際に使ったことのある人は少
ないと思います。万一の火災に備え、消火器
の使い方を確認しておきましょう。

① 大きな声で
　 周りに知らせる

出演は、

さ吉くん
です

件

大きな声で近所の
人たちに火事が起きて
いることを知らせ、
１１９番通報を
依頼します。

④ 消火します

⑤ 任務完了

炎の上や煙ではなく、
燃えている物に向けて、
ほうきで掃くように
左右にかけます。

③ ホースをはずし火元に向け、
 　レバーを強く握る

ホースをはずし、
ホースの先端を握り
火元に向けます。
力のない人は、消火器を地面に
立てて上から押しましょう。

② 安全栓を上に
　 引き抜く
必ず火元まで
運んでから、
安全栓を
上に引き抜き
ましょう。
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事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

10
月
３
日
㈮
、
ア
ス
ト
く
に
さ
き
で
、

国
東
市
、
姫
島
村
の
関
係
者
約
３
０
０

人
が
出
席
し
て
平
成
26
年
度
国
東
地
区

交
通
安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
犠
牲
者
へ
の
黙
と
う
が
捧

げ
ら
れ
た
後
、
交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ

た
団
体
・
個
人
に
対
し
て
各
種
表
彰
と

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
協
議
会
の
皆
さ
ん
が
交
通
安
全

に
因
ん
だ
相
撲
甚
句
と
「
飲
ん
だ
ら
の

れ
ん
」
の
踊
り
で
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
県
南
落

語
組
合
の
豊
後
家
歌
八
さ
ん
が
落
語
で

会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

国
東
地
区
交
通
安
全
大
会

国東市交通安全推進協議会長表彰
▼交通安全功労団体
株式会社 三浦建設【三　浦　慎次郎 社長】

大分県交通安全協会国東支部優良分会表彰
（公財）大分県交通安全協会国東支部　旭日分会
【分会長　清　末　正　臣】

国東警察署長・大分県交通安全協会国東支部長表彰　
▼交通安全功労団体
飯塚レッドスターズ
国東市立旭日幼稚園モンキークラブ

▼１０年以上優良運転者
河　野　善　法（安　岐）
財　前　久　世（西武蔵）
友　成　　　郁（西武蔵）

▼１５年以上優良運転者
橋　下　義　和（国東南）
厚　田　信　幸（武　蔵）
川　野　勝　美（西安岐）

全日本交通安全協会長表彰
▼交通栄誉章緑十字銅章・優良運転者
松　木　数　人（豊　崎）　松　木　シゲ子（豊　崎）
日　野　久　義（国東北）　明　石　　　澄（国東南）
渡　邉　　　淳（武　蔵）　松　村　泰　弘（安　岐）
田　原　二三生（西安岐）

大分県警察本部長・大分県交通安全協会長表彰
▼２０年以上優良運転者
綾　森　　　強（上国崎）　清　原　正　義（旭　日）
橋　下　千鶴惠（中武蔵）　河　野　巳　敏（西安岐）

▼３０年以上優良運転者
明　石　伸一郎（来　浦）　武　野　高　士（富　来）
武　野　貞　子（富　来）　髙　根　久　雄（上国崎）
郷　司　　　直（上国崎）　小田原　　　新（上国崎）
久　野　美惠子（豊　崎）　萱　島　　　實（豊　崎）
堀　　　春　義（豊　崎）　井　上　スミ子（国東北）
松　尾　泰　二（国東北）　安　森　耕　平（国東北）
三　村　末　子（武　蔵）　辻　　　フミコ（武　蔵）
丸　山　正　臣（中武蔵）　林　　　清　美（西武蔵）

▼４０年以上優良運転者
小　原　　　守（上国崎）　橋　下　義　生（中武蔵）
鈴　木　元　芳（安　岐）

国
東
警
察
署
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
飯
塚
レ
ッ
ド

ス
タ
ー
ズ
と
旭
日
幼
稚
園
モ
ン
キ
ー
ク
ラ
ブ

▲

【国東市関係分・敬称略（　　）内は分会名】



新庁舎建設インフォメーション新庁舎建設インフォメーション
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【問合先】　庁舎建設室　☎０９７８－７２－１１１１（内線 ２４０）

「市役所新庁舎建設工事」いよいよ着工！

　国東市役所新庁舎建設工事の起工式が10月20日㈪、国東町鶴川の建設地
で開催され、関係者約60人が出席し、工事の安全を祈願しました。
　新庁舎は４階建て（延床面積7,315㎡）で、くにさき総合文化センター
「アストくにさき」に隣接する場所に建設されます。完成は平成28年３月
末の予定です。

　11月から新庁舎建設本体工事が始まり、図
面のとおり国道213号と県総合庁舎前からの出

新庁舎建設インフォメーション新庁舎建設インフォメーション新庁舎建設インフォメーション新庁舎建設インフォメーション新庁舎建設インフォメーション

　11月から新庁舎建設本体工事が始まり、図

アストくにさきの出入口が
変わります

国道２１３号側の出入口

▲

入口を変更します。
　駐車場は当分の間、仮囲いをして工事エリア
と一般利用者エリアに区画します。
　一部の区域で、工事車両と一般車両が交錯す
ることになります。工事中は誘導員を配置して
事故防止に努めます。
　仮囲いの完成後、アスファルトの撤去搬出を
行います。工事機械は騒音・振動をできるだけ
出さない低騒音重機を使用し、待機中のダンプ
カーはアイドリングストップを実施するなど環
境に配慮します。
　アスファルトの撤去搬出後に埋蔵文化財調査
を行い、調査後いよいよ本格的な建設工事とな
ります。
　工事期間中、アストくにさきの利用者や近隣
のみなさまにはご不便とご迷惑をおかけします
が、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

【凡例】
仮囲い
来館車両動線
工事車両動線

歩行者動線
工事エリア
一般駐車場エリア

国
東
警
察
署

本体工事

回廊屋根工事

２期工事
本体工事
回廊屋根工事
外構工事

11台

23台

89台

アグリ
ホール

CATV

アスト
くにさき

県総合庁舎

コミュニティバス停車スペース

完成イメージ

国
道
２
１
３
号
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【問合先】　国東市消防本部総務課　☎０９７８－７２－１１０１

　
国
の
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
市
町
村
は
新
た
に
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

を
作
成
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
国
東
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。
本
人
の
同
意
が
得

ら
れ
た
場
合
は
災
害
時
の
円
滑
で
安
全
な
避
難
支
援
の
た
め
、
平
常
時
か
ら
消
防
や
警
察
の

ほ
か
、
地
域
で
避
難
支
援
者
と
な
る
民
生
委
員
や
自
主
防
災
組
織
等
の
関
係
機
関
に
対
し
て

事
前
に
名
簿
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
災
害
時
は
も
と
よ
り
、
日
頃
か
ら
の
見
守

り
活
動
に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
名
簿
登
録
の
対
象
者
の
方
に
は
、
11
月
中
旬
頃
に
情
報
提
供
同
意
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
災
害
発
生
時
に
は
法
律
に
基
づ
き
、
本
人
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
で
も
生
命

保
護
の
た
め
名
簿
情
報
を
関
係
機
関
に
提
供
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
災
害
時
の
迅
速
な
避
難
行
動
及
び
安
否
確
認
の
た
め
、
情
報
提
供
の
本
人
同
意
に
つ
い
て

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
国
東
市
内
に
居
住
す
る
方
の
う
ち
、
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
や
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
、
自
力
で
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
円
滑
か
つ
迅
速

な
避
難
を
行
う
た
め
に
は
特
に
支
援
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
単
身
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

要
介
護
者
の
方
々
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

〜
災
害
時
の
迅
速
な
避
難
行
動
の
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
事
前
活
用

〜
災
害
時
の
迅
速
な
避
難
行
動
の
た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
事
前
活
用

本
人
同
意
の
お
願
い

【
問
合
先
】
　
福
祉
課 

子
育
て
支
援
係
　
☎
０
９
７
８―

72―

５
１
６
４

避
難
行
動
要
支
援
者
と
は

「消防本部等建設工事」

　国東市消防本部等建設工事の起工式が10月14日㈫、国東町
北江の建設地で開催され、国東市と姫島村の関係者約50人が
出席し、工事の安全を祈願しました。
　この工事は、国東町田深の消防本部（昭和47年４月運用開始）
の老朽化と、消防デジタル無線の整備によるもので、消防車両の
車庫を兼ねた２階建ての本部庁舎（延床面積 1,250 ㎡）と、訓練
主塔（５階建）、訓練副塔、車庫棟などが建設されます。
　完成は来年５月末の予定ですが、完成後に消防デジタル無線
の整備などを行うため、平成28年３月中に移転し、運用を開
始する予定となっています。
　工事期間中は、近隣のみなさまにご迷惑をおかけいたします
が、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

防災機能の充実と
　市民サービスの向上をめざし

【消防本部平面図】

本部庁舎
（消防車両）

車庫棟
（公用車）

訓練用倉庫

訓練主塔

訓練副塔 進
入
路

進
入
路

表示板

消防本部等 起工式

国道213号



速報③
「さ吉くんで元気！
　　　健康チャレンジ事業」

保健のページ
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いよいよ、健康チャレンジも最終月になりました。今月は、チャレンジの様子をご紹介します。

くにみ農産加工（国見町）

　工場内では毎日ラジオ体操を行ってい
ます。チャレンジを始めてから、それぞ
れの目標を持って、より健康を意識する
ようになりました。

岩屋むつみ会（国東町）
　私達はサロンを挙げて健康チャレンジ
に取り組んでいます。会員の中には、以
前より毎日血圧を測ったり、歩いていた
方もいます。健康チャレンジを始めたこ
とで目標ができ、さらに意識を持ち続け
られるようになりました。

小田啓一郎・フジ子さん夫婦（国東町）
　16年間毎日、夫婦でウォーキングを
しています。日頃から車をあまり使わ
ず、歩くことを心がけており、健康の
おかげで去年には金婚式を迎えました。
これからも、けんかもしながら仲良く
元気で長生きできるようがんばります。

武蔵オークスサッカークラブ（武蔵町）
　私達はクラブの子どもや保護者に呼びかけ、
チャレンジに取り組んでいます。子どもたち
は毎日家でできるトレーニングを目標にして
がんばっています。カードは毎月まとめて回
収しており、子ども達には忘れないよう声か
けを行うなど工夫しています。

保健推進委員　丸尾正喜さん（安岐町）
　西小川区では、区長・組長の協力を得て配布から回収のシステム
作りをしました。
　【例：①組長に申込み・記録用紙を提出⇒②組長は受け取り、区
長へ⇒③区長は各組長から受け取り保健推進委員へ】この健康チャ
レンジは、健康づくりの目標を持つことで努力しようと背中を押し
てくれるとても良い取り組みだと感じています。
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【問合先】　国東保健センター　☎０９７８－７３－２４５０

①　硬いものをよく噛んで食べるようにします。
②　毎食後の歯みがき習慣を身に付けます。
③　フッ化物入りの歯みがき剤を使用します。
④　１年に１回は歯科健診を受けます。
⑤　予防のためにも歯医者へ行き、
　　５５２５・８０２０をめざします。

11 月は“大分いい歯の８０２０推進月間”です
～ 11 月８日は「いい歯の日」～

　「国東市健康づくり計画」において「歯の健康づくり～なんでんかんでん　
よう噛むでぇ・歯とお口の健康は　すべての健康の第１歩」とし、健康づくり
に取り組んでいます。

歯の健康づくりでわたしができることを実践しよう

※5525：55歳になっても自分の歯を25本以上、
　8020：80歳になっても20本以上保とうという考え方。

年齢を感じさせないプレー続出

ねんりんピック
　９月28日、高齢者のスポーツの祭典「第25回豊の国ね
んりんピック」が、大分市の大洲総合運動公園を主会場
として開催され、各市町村の代表者約3800人が競いまし
た。国東市からは９種目に100人が参加し、日頃の練習の
成果を発揮しました。
　主な結果は次のとおりです。

▲国東ミニバレーチーム

▲弓道団体

競技種目 成績チーム・選手

ゲートボール

弓　道

グラウンドゴルフ

ミニバレーボール

還暦軟式野球

Ａパート３位

Ｂパート３位

準優勝

４　位

３　位

パート優勝

３　位

国見中チーム

安岐チーム

団体：国東市

個人：松井正選手（国東町）

安岐チーム

国東ミニバレーチーム

国見シルバー
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火の粉と歓声が飛ぶ
ケベス祭

10月
14日

功績を後世に
「元

　も　と　

田
　だ　

 肇
はじめ 

フォーラム」
10月
11日

秋空に「人権の花」咲く10月
４日

９月

27日

　国見町櫛来の岩倉社で伝統行事「ケベス祭」が行われました。御
神火に飛び込もうとするケベスと、阻止するトウバたちとのせめぎ
合いが始まり、会場は緊張に包まれました。ケベスが火に飛び込ん
だあとはトウバたちが燃え盛るシダの束を持って駆け回ると、逃げ
惑う観客の歓声と悲鳴が境内に響き渡りました。
　なお、今年のケベス役には、国見町櫛来（金丸）出身の小深田大樹
さん（33）が選ばれ、大役を務めました。

　武蔵西小学校と安岐小学校で取り組
んでいる「人権の花」運動の一環とし
て、児童が育てた花の種を風船に付け
て飛ばすイベントを、運動会で行いま
した。武蔵西小では武渓保育所や社会
福祉法人秀渓会と、安岐小では安岐幼稚園と一緒に風船を飛ばしました。
　風船は、県内各地や遠くは愛媛県まで飛んで行き、拾った方々から手
紙や電話がありました。子どもたちの優しい心の花が咲いた素敵な一日
となりました。▲武蔵西小学校（９月27日）

▲安岐小学校（10月４日）

　明治から昭和初期にかけ、政治家として衆議院議

長や鉄道大臣を務めた郷土の偉人、元田肇氏の遺徳

を偲ぶフォーラムが、アストくにさきで開催されま

した。

　特別挨拶やこくとう甚句、文学博士の岩見輝彦氏

による「圀
こく

東
とう

さんの漢詩　新たな訳への試み」と題

しての講演、元田肇にまつわる研究発表などが行わ

れ、約200人の参加者は熱心に耳を傾けていました。
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老若男女　踊り続ける
「くにさきボンダンス」

10月
19日

若き射手、願いを
込め駆け抜ける

10月
15日

　地域で子育てを応援するイベント「こどもっ
と！ ランド in くにさき」がアストくにさきで
開催されました。市内の子育て支援関係22団
体と大分合同新聞社が主催したイベントには、
市内外から2000人以上の親子連れが訪れ、３
Ｂ体操やダンボール迷路、巨大仁王様の色塗り
などさまざまな体験をして楽しみました。

元気に遊べ　
こどもっと！ ランド

10月
19日

アートの谷で、
のんびりな休日

10月
11～13日

　ダンスと音楽を通じて地域交流を図ろうと、「くに

さき時
ときの

祭
まつり

大ボンダンス大会」が、安岐町富清のアキ

工作社（旧西武蔵小学校）で開催されました。地元

在住のアーティスト山中カメラさんが制作したオリ

ジナル音頭を、吹奏楽や大正琴のグループがアレン

ジして演奏。地元をはじめ市内外から訪れた多くの

参加者が手をつないで輪を作り、手拍子や掛け声に

合わせて踊りました。

　やぐらの上で２時間歌い続けた歌手の伊賀由希子さ
ん（国東町）は「みなさんが楽しそうに踊っている様
子を見て、パワーをもらいました」、山中カメラさん
は「いつまでも続けたい」とほっとした様子で話しま
した。▲山中カメラさん ▲伊賀由希子さん

　国見町伊美のギャラリー通りで「アートの谷の
秋まつり」が開催されました。毎年春と秋に実施
している「工房ギャラリーめぐり」の10回目を記
念して、開催エリアを伊美地区にまとめました。
　期間中は、国見町内に在住する作家の作品や、
空き家を活用した展示やワークショップが行われ、
来場者はのんびりと芸術の秋を満喫していました。

　国見町の伊美別宮社で「流鏑馬」が行われ、
馬に乗った射手が境内の直線路を疾走しました。
射手を務めたのは、国東高校双国校３年の大末
晋也さん（国見町中）で、夏から特訓を重ねて
本番に挑みました。矢が的に命中すると、参拝
客や同級生たちから大歓声が起こりました。
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農業クラブ全国大会へ２名出場

まちの話題

　７月に行われた大分県学校農業クラブ大会に出場し、最高位の
「最優秀」を獲得した国東高校の部活動「農業クラブ」の生徒２
人が、市長に報告に訪れました。この大会は、農業の知識や技術
を記述式で答える「農業鑑定」といわれる種目で、農業の部に出
場した足立智宏さん（３年）と園芸の部に出場した森江舞さん
（２年）のＷ受賞は初めてのこと。２人は10月下旬に沖縄県で
開催された全国大会にも出場しました。

チームワーク抜群の野球人、九州大会へ
　50歳以上で構成する市内の野球チーム「国東半島クラブ」のメ
ンバー４人が市役所を訪れ、11月下旬に鹿児島県で開催される
「全九州実年軟式野球大会」の出場報告をしました。　
　国東半島クラブは９月の県大会で初優勝。九州大会ではベスト４
以上を目標にしたいと意気込みを語りました。

三浦梅園の遺墨を寄贈
　武蔵町古市の書家、牧 泰濤さんが、「国東市の文化発展のために活用して
いただきたい」と、牧さんの父、学さんが収集していた三浦梅園書の漢詩掛け
軸など遺墨３点を寄贈しました。これを記念して、国東市歴史資料館では「梅
園遺墨寄贈品展と牧学コレクション展」を12月14日(日)まで開催しています。

学んで健康寿命を延ばそう
　10月１日、西安岐地区活性化協議会(徳丸幸治会長)の主催で、
西安岐地区健康づくり塾が開催されました。「みんなで取り組
もう健康づくり！」をテーマに、友成有希保健師（安岐総合支
所）による生活習慣病の予防対策やストレッチ体操の指導、国
東市健康づくり計画の紹介などがあり、参加した約70名の皆さ
んは熱心に話を聞いていました。

心も体も満腹に
　10月19日、安岐町の梅園の里を主会場に「両子谷
まんぷく祭」が開催され、来場者は富永子ども神楽ク
ラブのステージ発表や「猪嚇(ししおど)し絶叫大会」
など数々のイベントを楽しみました。初開催の「ち
びっこ相撲大会」には、たくさんの小学生が参加し、
特設の土俵で力比べをして会場を沸かせました。

▲足立さん(左)と森江さん

▲左から小出英樹さん、帯刀晃司さん、市長、主将の松本雄二さん、松成道彦さん

▲市長に遺墨を渡す牧さん（左）

広報室からのお知らせ

イベントの報道発表をお手伝いします

【問合先】広報室　☎０９７８－７３－０２００

　地域の行事や企業・団体が開催する祭りやボランティア活動などを、新聞社やテレビ局に
情報提供したいと考えている代表者や事務局のみなさん、広報室では「報道発表」として、
県内の報道機関へ一斉にＦＡＸをいたします。
　希望される場合は、所定の用紙に記載して開催日の10日以上前に、広報室（ケーブルテ
レビセンター内）に提出してください。情報をお待ちしています。
　報道依頼の用紙は、広報室窓口、または国東市ホームページからダウンロードできます。
※政治・宗教・営利目的は受付できません。取材の有無は報道各社の判断によります。
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ん
。 児 長 無
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ケーブルテレビのデジアナ変換サービスは
２０１５年３月１０日で終了します
ケーブルテレビのデジアナ変換サービスは
２０１５年３月１０日で終了します
アナログテレビでご視聴の方はデジタル受信のご準備をお急ぎください

デジアナ変換とは 　総務省からの要請を受け、ケーブルテレビ事業者がデジタルの電波をアナログに変換し、
アナログテレビでも地デジが一定期間見られるようにしたサービスです。

ブルーバックの実施
　総務省からの要請により、11月28日㈮午前10時から正午の間、デジアナ変換chの内、
NHK（総合・教育）と県内民放（OBS・TOS・OAB）及び国東市自主放送チャンネルを
ブルーバック（青画面）に変更し、視聴者の皆様へデジアナ変換終了の周知をおこない
ます。（福岡民放のFBS・TNC・TVQは通常の番組を放送します）

【問合先】　国東市ケーブルテレビセンター（広報室ケーブルテレビ係）☎0978-73-0200

引き続き、地上デジタル放送をご覧いただくために、地デジの準備をお願いします。
地デジを受信するためには、次のいずれかの対応が必要です。

① デジタルテレビに買い替える。
② 地上デジタル放送対応の録画機器又はチューナーを購入する。

　現在お使いのアナログテレビ（ブラウン管テレビ）に接続して視聴します。
　録画機器又はチューナーの接続には、アナログ出力端子が必要です。

ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯への
チューナー給付制度

　ケーブルテレビなどで、『デジアナ変換』により
地上デジタル放送を視聴している世帯に対し、簡易
な地デジ放送対応チューナー１台を無償給付します。

対　象　世　帯　ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯
支援の内容　簡易なチューナー１台無償給付（テレビは給付しません）

現物支給でお住まいに郵送されます。なお、ご自身で設置してください。
申　込　方　法　必要事項を記入した申込書と必要書類を、総務省地デジチューナー支援

実施センターに郵送してください。（地デジチューナー支援実施センター
に連絡いただければ、申込書等を送付します。）
電話 0570-034-037（ナビダイヤル）　平日の９時から17時まで

申　込　期　限　平成27年２月27日

２施設同時管理の募集要項は、国東市ホームページをご覧ください。

指定管理者を公募します
　国東市では、２つの施設を同時に管理できる管理事業者を公募します。管理運営について
創意工夫のある提案をお待ちしています。
　指定管理者制度は、公の施設の管理を、民間の事業者の有するノウハウを活用することに
より、サービスの向上と経費の削減につなげようとするものです。

【問合先】　農政課　農政係　☎０９７８－７２－５１６７

施設名称 場　　所
国東市国見農産物直売所（道の駅くにみ）

国東市くにみオートキャンプ場
国東市国見町伊美４２５２の１番地
国東市国見町伊美３８６３番地１　

道の駅くにみ・くにみオートキャンプ場

※ブルーバックの内容…「ご覧のデジアナ変換サービスによる放送は、2015年３月10日に終了します。
　　　　　　　　　　　　デジタル放送の準備をお急ぎください」と表示されます。

2015年
3月10日終了
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【問合先】　国東市農業委員会　☎０９７８ー７２ー５１７６

農 業 者 年 金
加 入 者 募 集
農 業 者 年 金
加 入 者 募 集
農 業 者 年 金農 業 者 年 金
加 入 者 募 集加 入 者 募 集
農 業 者 年 金農 業 者 年 金農 業 者 年 金農 業 者 年 金農 業 者 年 金農 業 者 年 金農 業 者 年 金農 業 者 年 金
加 入 者 募 集加 入 者 募 集加 入 者 募 集加 入 者 募 集加 入 者 募 集加 入 者 募 集加 入 者 募 集加 入 者 募 集

新新 安心した老後の生活を送るために、

　　新農業者年金に加入しませんか？

新農業者年金は、自分が積み立てた保険料とその運用益で年金額が決まる年金です。
少子高齢化が進んでも制度の安定性は損なわれません。

加入できる方
・20歳以上60歳未満の方
・国民年金の加入者（免除中の方は除きます）
・年間60日以上農業に従事する方

毎月の保険料の額
・２万円から６万７千円まで（千円単位でご自
身で決められます）経営状況に応じていつで
も見直せます。
・要件を満たす農業の担い手となる方には、国
から保険料補助があります。

税制上の優遇処置があります
・支払った保険料は全額が社会保険料控除の対
象となり所得税・市県民税の大きな節税につ
ながります。　

終身年金のうえ80歳までは保証付き
・65歳から生涯受給できます。
・80歳前に亡くなった場合は、80歳までに受
け取れるはずだった老齢年金が死亡一時金と
して遺族に支給されます。

経営移譲年金の受給要件は大丈夫ですか？
　経営移譲年金を受けている方が次に該当しているときは、
経営移譲年金は支給停止になりますので、農業委員会にお
申し出ください。

１．農地を買ったり、借りたり、または貸付地の返還を受
けて農業を再開したとき
（個別所得補償・転作助成金の受取はできません）

２．農業生産法人の社員、組合員または株主になったとき
３．貸し付けして、経営移譲した農地の返還を受けたり、
移譲者がその権利を他の者に移転または設定したり、
耕作放棄したとき

アストくにさき内のテナント募集

　くにさき総合文化センター（アストくにさき）のテナントを募集します。

　文化ホール、図書館等を備えた複合施設にふさわしいサービス提案を広く求め、審査の上、

入居を決定します。入居を希望される方は、以下の要領によりお申し込みください。

【募集業種】
飲食業（喫茶、軽食等）

【入居（使用許可）条件、使用料金】
社会教育課までお問い合わせください

【契約期間】
契約日の翌日から平成27年３月31日まで
（原則として平成27年３月31日までとしますが、運営状
況等により更新あり）

【申込資格】
・個人・法人は問いません。自ら営業するた
めの店舗・業務施設を必要とし、別途定め
る条件を承認、遵守することができること。
・営業に関し必要な許認可、免許等を有する
こと。
・国税、地方税を完納していること。

【申込方法】
申請書等を受付期間中に社会教育課へ提出し
てください。後日、入居条件の説明会を開催
します。
【受付期間】
11月17日㈪～12月１日㈪

【申請受付、問合先】
社会教育課 管理係（アストくにさき１階）
☎０９７８－７２－２１２１



　大分地方法務局杵築支局と杵築人権擁護委員協議会は、毎年「人権週間」の取り組みとして、「無料
人権なんでも相談所」を開設します。
　これは人権問題ではないだろうかと感じたり、
困りごとや心配ごとがありましたら、法務局職
員や、人権擁護委員が相談をお受けします。む
ずかしい手続きも必要なく、相談は無料で秘密
は固く守られます。
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こころを つなぐ まちづくり

誰
な
ら
ば 

殺
し
文
句
で 

背
を
流
す
　
　
安
岐
町　

秋　

野　

千　

代

ふ
る
さ
と
の 

母
の
笑
顔
が 

温
か
い
　
　
日
出
町　

花　

木　

詔　

子

第
７
回 

国
東
市
隣
保
館
ま
つ
り
「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」
応
募
作
品

（
注
１
）「
自
由
権
」・
・
・
身
体
の
自
由
、拷
問
や
奴
隷
の
禁
止
、思
想
や
表
現
の
自
由
、参
政
権
な
ど

（
注
２
）「
社
会
権
」・
・
・
教
育
を
受
け
る
権
利
、労
働
者
が
団
結
す
る
権
利
、人
間
ら
し
い
生
活
を
す
る
権
利
な
ど

　

20
世
紀
に
起
こ
っ
た
２
つ
の
世
界
大
戦

の
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、

１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
12
月
10
日
、
国

際
連
合
第
３
回
総
会
で
、
世
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

れ
を
記
念
し
て
１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年

の
第
５
回
総
会
で
、
毎
年
12
月
10
日
を

『
世
界
人
権
デ
ー
』
と
し
、
国
際
連
合
に

加
盟
す
る
世
界
中
の
国
で
記
念
行
事
を
行

う
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
昭
和
24
年
か
ら
、
12
月
４
日

か
ら
10
日
ま
で
の
一
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
し
て
、
各
地
で
記
念
行
事
や
人
権

教
育
啓
発
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年

で
66
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
す
べ
て
の
人

が
生
ま
れ
な
が
ら
に
基
本
的
人
権
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
世
界
で
初
め
て

公
式
に
認
め
た
宣
言
で
、正
式
名
称
は「
人

権
に
関
す
る
世
界
宣
言
」
と
い
い
ま
す
。

　

「
世
界
人
権
宣
言
」に
は
、「
自
由
権
」（注１）

と
、「
社
会
権
」（注２）
の
両
方
が
う
た
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
宣
言
は
、
こ
れ
以
降
国
際

連
合
で
決
議
さ
れ
た
全
て
の
人
権
条
約
の

基
礎
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
を
含
む
多
く

の
国
で
の
人
権
規
律
の
中
で
最
も
基
本
的

な
意
義
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

「
世
界
人
権
宣
言
」
に
は
法
的
な
拘
束

力
は
な
く
、
守
ら
な
く
て
も
罰
則
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
そ
の

後
多
く
の
人
権
条
約
が
出
さ
れ
、
具
体
的

な
人
権
侵
害
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
条
約

の
締
結
国
は
こ
れ
ら
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
で
も
紛
争
や
貧
困
、
災
害

な
ど
で
住
む
場
所
を
追
わ
れ
た
難
民
や
国

内
避
難
民
は
、
世
界
中
で
５
千
万
人
以
上

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
権

条
約
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
拷
問
、

奴
隷
制
、
人
種
差
別
、
女
性
差
別
、
無
差

別
の
虐
殺
な
ど
が
世
界
中
で
続
い
て
い
ま

す
。
日
本
を
含
む
「
先
進
国
」
と
呼
ば
れ

る
国
々
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
さ
ん
が
「
世
界
人

権
宣
言
」
を
分
か
り
や
す
い
言
葉
で
訳
し

て
い
ま
す
。
そ
の
第
28
条
に
は
「
こ
の
宣

言
が
、
口
先
だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
な

世
界
を
作
ろ
う
と
す
る
権
利
も
ま
た
、
わ

た
し
た
ち
の
も
の
で
す
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

66
回
目
の
「
人
権
週
間
」
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、「
世
界
人
権
宣
言
」
を
理
想
の

ま
ま
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
み
な
さ

ん
も
世
界
や
日
本
の
人
権
問
題
に
関
心
を

寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

世
界
人
権
宣
言
と
人
権
週
間

【問合先】　人権・同和対策室　☎０９７８－７２－０３５４

「人権フェスティバル」を開催します

「無料人権なんでも相談所」を開設

武
蔵
会
場

安
岐
会
場

日　時　12月６日 ㈯　午前９時～11時50分
場　所　武蔵セントラルホール
内　容　人権作文朗読、児童・生徒・一般の学習発表、作品展示など
問合先　教育委員会武蔵分室　☎０９７８－６８－００９４

日　時　12月７日 ㈰　午前９時30分～12時
場　所　安岐総合支所 ２階会議室
内　容　人権作文朗読、人権講演会、作品展示など
問合先　教育委員会安岐分室　☎０９７８－６７－０１５５

期　日
１２月１日（月）
１２月２日（火）
１２月８日（月）
１２月９日（火）

国見みんなんかん
安 岐 総 合 支 所
ア ス ト く に さ き
武 蔵 中 央 公 民 館

場　　所

開設時間はすべて午前10時～午後３時

　国東市では、毎年
12月から３月初旬
までの間、町ごとに
「人権フェスティバ
ル」を開催していま
す。「人権週間」の
期間中には、武蔵町
と安岐町の２か所で
開催されます。市民
のみなさんのご参加
をお願いします。
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市

長

日

記

10月

３日

　「
木
曽
の
な
あ
、
御
嶽
山
、
木
曽
の
御
嶽
山
は
な
ん
じ
ゃ
ら
ほ
い
。
夏

で
も
寒
い
、ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
・・・
」
と
親
し
ま
れ
、歌
わ
れ
て
き
た
御
嶽
山
。

そ
の
御
嶽
山
が
突
然
の
噴
火
。

　
10
月
３
日
の
報
道
で
は
、
「
御
嶽
山
の
噴
火
で
47
人
が
死
亡
。
な
お
約

20
人
が
山
中
に
行
方
不
明
」
と
い
う
大
惨
事
に
な
り
ま
し
た
。
山
好
き
の

私
と
し
て
は
人
ご
と
で
は
無
い
気
持
ち
で
す
。

　
私
も
国
東
市
長
に
な
る
前
で
す
か
ら
、
４
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
す
が
、

御
嶽
山
登
山
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
確
か
３
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
は
、

日
本
で
は
21
座
と
も
26
座
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
少
し
ず
つ

登
頂
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
３
千
メ
ー
ト
ル
級
と
な
る
と
や

は
り
登
山
し
て
も
手
ご
わ
い
の
で
す
。
で
も
、
御
嶽
山
は
、
そ
の
中
で
も

比
較
的
登
り
易
い
山
の
よ
う
に
思
い
、
計
画
し
た
の
で
す
。
ま
さ
か
、
そ

の
山
が
噴
火
し
、
こ
の
よ
う
な
大
惨
事
に
な
ろ
う
と
は
、
考
え
て
も
み
ま

せ
ん
で
し
た
。
多
く
の
亡
く
な
っ
た
方
々
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
報
道
で
の
空
か
ら
の
写
真
を
見
る
と
、
あ
た
り
一
面
が
降
灰
で

真
っ
白
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
灰
の
下
に
行
方
不
明
者
が
倒
れ
て
い
る
と

す
る
と
、
探
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
困
難
な
こ
と
だ
と
思
え
ま
す
。
婚
約
し

た
２
人
が
山
頂
付
近
で
並
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
記
事
を
読
み
、

何
と
も
言
え
な
い
思
い
が
し
ま
し
た
。

　
連
日
捜
索
に
あ
た
る
自
衛
隊
や
警
察
、
消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。

　
今
夜
、
空
は
明
る
く
澄
み
渡
り
、
部
屋
の
電
灯
を
消
す
と
月
の
光
が
、

部
屋
の
中
に
偲
び
こ
ん
で
き
ま
す
。
何
と
な
く
物
悲
し
い
月
の
光
で
す
。

御
嶽
山

国
東
市
長
　
三
　
河
　
明
　
史

　「
木
曽
の
な
あ
、
御
嶽
山
、
木
曽
の
御
嶽
山
は
な
ん
じ
ゃ
ら
ほ
い
。
夏

　「
木
曽
の
な
あ
、
御
嶽
山
、
木
曽
の
御
嶽
山
は
な
ん
じ
ゃ
ら
ほ
い
。
夏

　「
木
曽
の
な
あ
、
御
嶽
山
、
木
曽
の
御
嶽
山
は
な
ん
じ
ゃ
ら
ほ
い
。
夏

　「
木
曽
の
な
あ
、
御
嶽
山
、
木
曽
の
御
嶽
山
は
な
ん
じ
ゃ
ら
ほ
い
。
夏

　「
木
曽
の
な
あ
、
御
嶽
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市
長
室
か
ら

コラ
　ム
コラ
　ム
コラ
　ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー
通
り
と
空
き
家
活
用

ラ
パ
ロ
マ
代
表
　
　
中
　
野
　
伸
　
哉

陶
器
・
ガ
ラ
ス
工
房

　
第
十
回
の
節
目
と
な
る
「
国
見
町
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
め
ぐ
り
」
が
十
月
十
一
・
十
二
・
十
三
日
の
三
日
間
、

伊
美
の
谷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
台
風
接
近
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
あ
り
な
が
ら
も
、
前
二
日
間
は
熱
心
な
参

加
者
や
訪
れ
た
お
客
様
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
は
節
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
国
見
町

に
点
在
し
て
い
る
工
房
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
工
芸
家
・
そ
し
て
県
内
外
の
招
待
作
家
を
伊
美
の
谷
に
集
結
さ
せ

た
こ
と
と
、
日
程
も
三
日
間
と
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
国
見
町
伊
美
の
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
通
り
」
内
に
今
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
「
い
み
て
ら
す
」
で

は
、
陶
芸
・
竹
工
芸
・
オ
ブ
ジ
ェ
・
華
道
・
切
り
絵
な
ど
の
作
家
達
が
展
示
や
制
作
体
験
教
室
を
開
き
、
多

く
の
お
客
様
に
参
加
い
た
だ
い
こ
と
も
新
た
な
展
開
で
し
た
。

　
こ
の
「
い
み
て
ら
す
」
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
工
芸
家
が
滞
在

し
、
作
品
作
り
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
工
房
な
ど
を
開
く
こ
と
も
可

能
な
「
お
試
し
居
住
」
を
、
最
長
で
一
年
体
験
で
き
る
施
設
と

し
て
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
具
体
的
な
移
住
を
確
実
な
も
の

と
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
場
所
に
住
み
暮
ら
し
、
仕
事
を
し
て

み
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
国
東
市
の
事
業
と
し
て
改
修
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
工
芸
家
に
対
し
て
の

情
報
発
信
は
も
と
よ
り
、
空
き
家
活
用
と
定
住
者
促
進
に
対
し

て
も
期
待
が
持
て
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
美
の
谷
で
は
先
月
も
、
新
し
い
仲
間
が
空
き
家
だ
っ
た
工

房
兼
住
居
の
改
修
工
事
を
完
成
さ
せ
、
夫
婦
二
人
で
仲
良
く
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
を
減
ら
し
、
人
を
増
や
す
取
り
組
み
を
、
国
東
市
と

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
実
現
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
自
信
と
な
り

ま
し
た
。

 

▲いみてらす
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「ハケンアニメ！」
辻 村 深 月：著　マガジンハウス

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

図書館カレンダー 12 月

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
／ 24 25 26 27 28 29

図書館カレンダー 11 月

数字でよむ
図書館

22

数字でよむでよむ
図書館図書館

日

2

9

16
／

図書館カレンダー
図書館だより

どくしょがいちばん！
開館時間：午前10時～午後６時

は休館日。
11月４日㈫文化の日の振替休館。11月
28日㈮、12月28日㈰は資料整理日の
ため休館。12月29日㈪～１月３日㈯
年末年始休暇。武蔵図書館のみ11月26
日㈬・27日㈭は蔵書点検のため休館。

11月　図書館行事ご案内
国見図書館
おはなしひろば（読み聞かせ）
　8日（土）午前９時30分～　国見図書館
14日（金）午前９時30分～　熊毛幼稚園・保育所
28日（金）午前９時30分～　竹田津幼稚園・保育所

武蔵図書館
おはなしのへや（読み聞かせと工作）
12日（水）午後３時30分～　武蔵図書館
15日（土）午後３時～　　　　武蔵図書館
12月6日（土）午前10時30分～　武蔵図書館

移動図書館
20日（木）午後１時45分～　吉広地区

くにさき図書館
おはなし会（読み聞かせと工作）
　9日（日）午前10時30分～　くにさき図書館
22日（土）午後２時～　　　　くにさき図書館

安岐図書館
ひまわりのへや（読み聞かせと工作）
　8日（土）午前10時30分～　安岐図書館

国　見　図　書　館
くにさき図書館
武　蔵　図　書　館
安　岐　図　書　館

☎0978(82)1585
☎0978(72)3500
☎0978(69)0946
☎0978(67)3551

【
問
合
先
】

司書の司書の
イチオシイチオシイチオシ

ほぼ毎週、国東４館で１００冊ほど新刊本を入荷します。
新刊本は、土・日曜日がねらい目です。

23
30

　この作品はアニメ制作の現場で３人の女性（プロデューサー・監
督・アニメーター）が奮闘するお仕事小説です。
　彼女たちの前には天才イケメン我がまま監督・強欲プロデュー
サー・天然自治体職員など一癖も二癖もある人物などが登場しま
す。彼女たちが作り出すアニメは覇権（派遣ではありません）の地
位を獲得することができるのか？　乞うご期待！
※１シーズン（主に３か月）毎に放送されたアニメで一番、ＤＶＤ
などが売れた作品を覇権アニメというそうです。

どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！どくしょがいちばん！
読書の秋
　秋も深まり朝夕の気温

も冷え込んできました。

こんなときには暖かな場

所で読書をするに限りま

す。各図書館では展示

コーナーにて毎月、テーマに関連した本を展示・紹介

しています。他の図書館の本も展示していますので、

新たな出会いがあるかもしれません。ぜひとも図書館

へ足をお運びください。お待ちしています。

※安岐図書館では現在、○○賞受賞作、新聞の書評に

載った本、上映中、または近日上映予定の映画原作

本、みんなのおすすめの本などを行っています。
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く ら し の

ーナーコ
情 報

■ 国東市役所
■ 国見総合支所
■ 武蔵総合支所
■ 安岐総合支所
■ 国東市消防本部
■ 国東市民病院

☎(0978) 72-1111㈹
☎(0978) 82-1111㈹
☎(0978) 68-1111㈹
☎(0978) 67-1111㈹
☎(0978) 72-1101
☎(0978) 67-1211㈹

催
し

お
知
ら
せ

国
東
高
校
秋
の
園
芸
フ
ェ
ア

　

園
芸
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
生
徒
が

授
業
や
実
習
で
生
産
し
た
野
菜

の
苗
、
草
花
、
農
産
加
工
品
を

販
売
し
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈮

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

場
所　

国
東
高
校

搬
送
車
車
庫
・
車
庫
前
広
場

内
容　

パ
ネ
ル
展
示
、
農
産
物

の
即
売
（
タ
マ
ネ
ギ
苗
、
果
物
、

観
葉
植
物
、
加
工
品
等
）

問　

国
東
高
校

☎
０
９
７
８―
72―
１
３
２
５

議
会
報
告
会

　
「
議
会
基
本
条
例
」に
基
づ
き
、

今
年
度
も
議
会
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
会
も
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
地
区
公
民
館
単
位

で
開
催
し
、
ま
ず
は
次
の
４
会

場
で
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

期
日
と
場
所

●
安
岐
町　

11
月
26
日
㈬

　

南
安
岐
地
区
公
民
館　

●
国
東
町　

11
月
26
日
㈬

　

富
来
地
区
公
民
館　
　

●
国
見
町　

11
月
28
日
㈮

　

国
見
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

み
ん
な
ん
か
ん　

日
時　

12
月
７
日
㈰※

少
雨
決
行

　
　
　

午
前
８
時
〜
受
付

　
　
　

午
前
９
時
〜
開
会
式

場
所　

武
蔵
川
沿
い
マ
ラ
ソ
ン

コ
ー
ス（
武
蔵
東
小
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

参
加
費　

小
・
中
・
高
校
生
３

０
０
円
、
一
般
５
０
０
円

申
込
期
限　

11
月
25
日
㈫

レ
ー
ス
終
了
後
、
九
電
工
元
陸

上
部
の
奥
永
美
香
さ
ん
の
陸
上

教
室
開
催
。

大
浪
曲
大
会

日
時　

11
月
24
日
（
月
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

ホ
テ
ル
ベ
イ
グ
ラ
ン
ド
国
東

入
場
料　

２
０
０
０
円

申
込
み　

11
月
10
日
㈪
ま
で
に
予
約

申
・
問　

天
津
洋
子

☎
０
９
０―

９
５
８
７―

６
４
６
５

第
33
回 

大
分
矯
正
展

　

大
分
刑
務
所
で
は
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し

て
、
大
分
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
15
日
㈯　

午
前
９

時
〜
午
後
４
時
、
16
日
㈰　

午

前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所　

大
分
刑
務
所（
大
分
市
畑
中
）

内
容　

刑
務
所
作
業
製
品
や
少

年
院
職
業
補
導
製
品
（
野
菜
含

む
）
の
展
示
即
売
、
施
設
見
学
、

性
格
診
断
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

（
入
場
無
料
）

問　

大
分
刑
務
所　

作
業
部
門

☎
０
９
７―

５
４
６―

３
１
５
３

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

県
内
で
は
毎
年
３
０
０
名
前

後
の
方
が
自
ら
命
を
絶
っ
て
い

ま
す
。
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を

目
的
と
し
て
、
つ
ど
い
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

対
象　

大
切
な
人
を
、
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

日
時　

12
月
４
日
㈭

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
大
分
市
玉
沢
）

申
込
期
限　

11
月
26
日
㈬

申
・
問　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

予
約
・
相
談

☎
０
９
７―

５
４
１―

６
２
９
０

く
に
さ
き
演
劇
祭【
最
終
回
】

期
日　

11
月
23
日
㈰

場
所　

ア
ス
ト
く
に
さ
き

演
目
・
時
間

①
午
後
１
時　

国
見
歌
舞
伎

　
「
弁
慶
上
使
の
段
」

②
午
後
２
時
20
分　

英
ち
ゃ
ん
劇
団

　
「
と
ん
ち
ゃ
ん
食
堂
閉
店
の
巻
」

入
場
料

１
０
０
０
円（
前
売
・
当
日
共
）

問　

英
ち
ゃ
ん
劇
団（
宮
永
英
次
）

☎
０
９
０―

４
５
１
８―

０
５
１
１

　
　

国
見
歌
舞
伎（
堀
田
一
則
）

☎
０
９
０―

７
１
５
４―

９
０
４
６

第
８
回 

菜
の
花
カ
ッ
プ

マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

12
月
14
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
30
分

場
所　

大
分
県
立
芸
術
文
化
短

期
大
学 

人
文
棟 

大
講
義
室

内
容　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り

の
実
情
、親
の
体
験
談
、自
己
肯

定
感
講
演
な
ど（
入
場
無
料
）

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
に
生
き
る

（
江
藤
裕
子
）

☎
０
９
７―

５
５
３―

０
７
０
２

知
ろ
う
よ
！ 

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

学
ぼ
う
よ
！ 

自
己
肯
定
感

大
分
県
最
低
賃
金

　

平
成
26
年
10
月
４
日
か
ら
、

大
分
県
最
低
賃
金
が
１
時
間
６

７
７
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

年
齢
に
関
係
な
く
、
パ
ー
ト
や

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
、

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
産
業
に
よ
っ
て

特
定
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

問　

大
分
労
働
局

　
　

労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
７―

５
３
６―

３
２
１
５

●
武
蔵
町　

12
月
１
日
㈪

　

武
蔵
西
地
区
公
民
館　

時
間　

い
ず
れ
も
午
後
７
時

問　

議
会
事
務
局

☎
０
９
７
８―

72―

５
１
９
６

申
・
問　

武
蔵
中
央
公
民
館

☎
０
９
７
８―

68―

０
０
９
４
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試
験
・
講
習

相
談

　

県
で
は
原
子
爆
弾
被
爆
者
二

世
の
方
を
対
象
に
、
無
料
健
康

診
断
を
委
託
医
療
機
関
で
実
施

し
ま
す
。

対
象
者　

両
親
、
ま
た
は
そ
の

ど
ち
ら
か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者

で
、
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

申
込
方
法　

東
部
保
健
所
国
東

保
健
部
に
申
し
込
み
、
受
診
日

を
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
５
日
㈮

申
・
問　

東
部
保
健
所

　
　
　
　

国
東
保
健
部

☎
０
９
７
８―

72―

１
１
２
７

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
無
料
健
康
診
断

11
月
19
日
は

「
県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー
」

大
分
県　

臨
時
職
員
採
用

候
補
者
名
簿
登
録
試
験

「
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
」

冬
期
節
電
活
動
参
加
者
募
集

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を

推
進
す
る
た
め
、
県
内
の
企

業
・
働
く
皆
さ
ん
に
定
時
で
の

退
社
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
を
導
入
し

て
い
な
い
企
業
も
こ
の
機
会
に

導
入
し
ま
せ
ん
か
。

期
日　

11
月
19
日
㈬

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の

生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の

年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、

ご
自
身
の
年
金
記
録
を
基
に

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ

い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
別
府
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

別
府
年
金
事
務
所

☎
０
９
７
７―

22―

５
１
１
１

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

資
格

【
推
薦
】中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
男
子
か
つ
学
校
長

の
推
薦
必
要

【
一
般
】中
卒（
見
込
含
）

17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
限

【
推
薦
】12
月
５
日
㈮

【
一
般
】１
月
９
日
㈮

問　

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部

　
　

別
府
地
域
事
務
所

☎
０
９
７
７―

24―

１
６
４
５

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

●
第
１
種
・
第
２
種

　
消
防
設
備
点
検
資
格
者

講
習
日

第
１
種　

１
月
26
日
㈪
〜
28
日
㈬

第
２
種　

２
月
４
日
㈬
〜
６
日
㈮

場
所　

大
分
県
農
業
共
済
組
合

受
講
料　

３
１
，８
０
０
円

受
付
期
間

　

12
月
８
日
㈪
〜
１
月
15
日
㈭

●
消
防
設
備
点
検
資
格
者
再
講
習

　

平
成
21
年
度
に
資
格
を
取
得
、

ま
た
は
再
講
習
を
受
け
た
資
格
者

講
習
日

第
１
種　

２
月
24
日
㈫

第
２
種　

２
月
25
日
㈬

場
所　

大
分
県
農
業
共
済
組
合

受
講
料　

９
，７
４
０
円

受
付
期
間

　

12
月
８
日
㈪
〜
１
月
９
日
㈮

申
・
問

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７―

５
３
７―

３
１
２
５

犯
罪
被
害
者
週
間

　

犯
罪
被
害
者
等
が
お
か
れ
て

い
る
状
況
や
支
援
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
週
間
で
す
。

期
間

　

11
月
25
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈪

　

県
の
本
庁
及
び
県
内
地
方
機

関
に
お
い
て
事
務
補
助
等
を
行

う
、
臨
時
職
員
の
採
用
候
補
者

名
簿
登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間

　

12
月
８
日
㈪
〜
１
月
７
日
㈬

試
験
日　

１
月
31
日
㈯

応
募
用
紙　

県
人
事
課
や
各
振

興
局
で
配
布
、
12
月
１
日
か
ら

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

放
送
大
学　

４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度

第
１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。放
送
大

学
は
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
学
ぶ
通

信
制
大
学
で
す
。ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
あ
な
た
も
放
送
大
学
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
　

１
月
18
日
㈰･

２
月
８
日
㈰
・

15
日
㈰
・
３
月
８
日
㈰

税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国

民
生
活
に
深
い
か
か
わ
り
を

持
っ
て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ

の
意
義
（
必
要
性
）
及
び
役
割

（
使
途
）
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の

皆
様
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
税
の
役
割
と
税
務

署
の
仕
事
」
を
テ
ー
マ
に
、
適

正
・
公
正
な
課
税
及
び
徴
収
の

実
現
に
向
け
た
国
税
庁
の
取
組

や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
の
、
国
税
庁
の
取
組
等
を

　

九
州
で
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
進

め
る
た
め
、
節
電
や
植
樹
な
ど

の
活
動
へ
の
参
加
、
省
エ
ネ
製

品
の
購
入
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト

券
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
ポ
イ
ン

ト
券
は
、
九
州
内
の
道
の
駅
や

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
取
扱
店
で
利

用
で
き
ま
す
。
節
電
活
動
の
参

加
者
を
11
月
30
日
ま
で
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

大
分
県
地
球
環
境
対
策
課

☎
０
９
７―

５
０
６―

３
０
３
４

照
会
す
る
ペ
ー
ジ
を
「
税
を
考

え
る
週
間
」
の
開
設
に
合
わ
せ

て
更
新
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp

問　

別
府
税
務
署

☎
０
９
７
７―

23―

２
１
１
１

※

自
動
音
声
案
内

い
い
　
　

み
ら
い

※

個
別
相
談
も
随
時
受
付
中

出
願
期
限　

２
月
28
日
㈯

資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７―

５
４
９―

６
６
１
２

問　

大
分
県
人
事
課

☎
０
９
７―

５
０
６―

２
３
１
１

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、

友
人
等
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
察
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
他
の
専
門
機
関
等

を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

警
察
総
合
相
談
☎

＃（
シ
ャ
ー
プ
）９
１
１
０
、
ま

た
は
０
９
７―

５
３
４―

９
１
１
０

問　

国
東
警
察
署
総
務
課

☎
０
９
７
８―

72―

２
１
３
１

問　

大
分
労
働
局

　
　

労
働
基
準
部
監
督
課

☎
０
９
７―

５
３
６―

３
２
１
２
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B&A 矯正歯科クリニック
ー子どもや大人の歯並び・かみ合わせの治療専門ー

月・水～土曜日
日曜日

別府市南立石一区２組

歯並び・かみ合わせのご相談は TEL:0977-26-3321まで

★別府ＩＣより杉乃井ホテル方面、車で約５分
★国道10号より富士見通りを杉乃井ホテル方面
　ローソンもみじ坂店となり

院長：藤井昭仁（日本矯正歯科学会認定医）　副院長：藤井涼子（日本矯正歯科学会認定医）

10:00～19:00
10:00～17:00 休診日：火曜日・祝日

検索 B&A矯正歯科
〈広告〉

求
人
情
報

精
神
保
健
相
談

不
妊（
不
育
）に
つ
い
て
の

個
別
相
談
会

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

全
国
一
斉
労
働
相
談

「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
1
1
0
番
」

視
覚
障
が
い
教
育
相
談

（
巡
回
相
談
）

日
時

11
月
11
日
㈫
、
12
月
９
日
㈫
、

１
月
13
日
㈫

午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

う
つ
病
や
こ
こ
ろ
の
問

題
な
ど
を
抱
え
る
方

内
容　

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談

場
所　

東
部
保
健
所

　
　
　

国
東
保
健
部　

相
談
室

申
込　

２
日
前
ま
で
に
事
前
予
約

申
・
問　

東
部
保
健
所
国
東
保

健
部　

地
域
保
健
課

☎
０
９
７
８―

72―

１
１
２
７

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼
児
・

児
童
・
生
徒
・
成
人
、
お
よ
び

保
護
者
・
関
係
者
を
対
象
に
、

教
育
や
医
療
な
ど
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所　

野
口
ふ
れ
あ
い
交
流
セ

ン
タ
ー
（
別
府
市
）

申
込
方
法　

11
月
11
日
㈫
ま
で

に
、
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
☎
０
９
７
８―

73―

０
０
６

６
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

大
分
県
立
盲
学
校

☎
０
９
７―

５
３
２―

２
６
３
８

　

職
場
に
お
け
る
法
律
違
反
、

い
じ
め
・
い
や
が
ら
せ
な
ど
の

労
働
問
題
の
相
談
を
集
中
し
て

受
け
付
け
ま
す
。
労
働
者
が
泣

き
寝
入
り
せ
ず
に
相
談
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業

1
1
0
番
」
を
実
施
し
ま
す
。

電
話
だ
け
で
な
く
面
談
で
も
対

応
し
ま
す
。

日
時　

12
月
10
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

場
所
　
大
分
県
労
連
事
務
所

（
大
分
市
下
郡
・
保
険
医
会
館

２
階
４
号
）

相
談
電
話

０
１
２
０―

３
７
８―

０
６
０

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、

そ
の
他
の
人
権
問
題
に
人
権
擁

護
委
員
・
法
務
局
職
員
が
対
応

し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰

時
間

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号

０
５
７
０―

０
７
０―

８
１
０

（
全
国
共
通
／
大
分
地
方
法
務
局
）

問　

大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
７―

５
３
２―

３
３
６
８

　

大
分
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、専
門
相
談
員（
助
産

師
）
に
よ
る
不
妊
・
不
育
に
関

す
る
個
別
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。治
療
中
の
ご
夫
婦
や
ご
家

族
、
結
婚
準
備
中
の
カ
ッ
プ
ル

の
方
な
ど
、
一
組
30
分
程
度
の

個
別
相
談
で
す
。参
加
希
望
の

方
は
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
11
日
㈭
午
後
２
時

〜
４
時（
予
約
状
況
に
よ
り
調
整
）

場
所　

東
部
保
健
所
国
東
保
健
部

参
加
費　

無
料

大
分
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

「
ホ
ー
プ
フ
ルh

o
p
efu
l

」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

東
部
保
健
所
国
東
保

健
部　

地
域
保
健
課

☎
０
９
７
８―

72―

１
１
２
７

　

犯
罪
被
害
者
等
が
お
か
れ
て

い
る
状
況
や
支
援
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
週
間
で
す
。

期
間

　

11
月
25
日
㈫
〜
12
月
１
日
㈪

市
内
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

従
業
員
を
募
集
中
で
す

以
上
の
求
人
は
10
月
20
日
現
在

の
国
東
市
関
係
の
一
部
で
す
。

問
合
先
　

別
府
公
共
職
業
安
定
所　

国
東
地
域
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

国
東
町
鶴
川
１
３
３
４

☎
０
９
７
８―

72―

０
９
５
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
求
人
情

報
を
検
索
で
き
ま
す

h
ttp
://w
w
w
.h
ello
w
o
rk.go

.jp

◆
大
分
航
空
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
店
内

業
務
ス
タ
ッ
フ
）◆
安
部
組（
土
木

作
業
員
）◆
Ｔ
Ｍ
Ｓ（
製
造
加
工

員
）◆
エ
ム
ア
ー
ル
エ
ー（
建
設
作

業
員
）◆
国
東
市
役
所
（
保
健
師
）

◆
メ
デ
ィ
ケ
ア
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

（
看
護
師
、
介
護
職
、
看
護
管
理
者
、

理
学
療
法
士
）◆
山
口
水
道
工
業

（
営
業
、
さ
く
井
工
）◆
幸
野
建
設

（
土
木
作
業
員
、
重
機
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
、現
場
管
理
者
）◆
く
に
み
農

産
加
工（
食
品
製
造
）◆
フ
ァ
ゼ
ン

ダ
国
東（
牧
場
作
業
員
）◆
黒
津
崎

環
境（
清
掃
作
業
員
）◆
安
岐
の
郷

（
調
理
員
、
介
護
職
、
正
看
護
師
若

し
く
は
准
看
護
師
）◆
く
に
さ
き

エ
コ
シ
ス
テ
ム（
ご
み
収
集
助
手
・

し
尿
汲
取
り
助
手
、
浄
化
槽
の
巡

回
点
検
）◆
い
こ
い
の
村
国
東（
フ

ロ
ン
ト
・
事
務
）◆K

S
I-P
artn

er’s

（
理
学
療
法
士
）◆
甲
原
組
（
土
木

作
業
員
）◆
北
崎
電
器
商
会（
配
管

工
・
さ
く
井
工
・
土
木
工
）◆
ミ

ナ
ミ
ダ（
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
）◆

い
ぬ
の
ホ
テ
ル
＆
美
容

C
h
ien

（
ト
リ
マ
ー
）◆
国
見
病
院
（
正
・

准
看
護
師
、
介
護
職
員
）◆
テ
オ

リ
ッ
ク（
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、品

質
管
理
・
検
査
・
測
定
）◆
徳
丸

造
園
緑
地
（
普
通
作
業
員
・
造
園

工
）◆
大
分
第
一
交
通（
タ
ク
シ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
）◆
京
製
メ
ッ
ク（
電

気
配
線
技
術
者
）◆
徳
丸
綜
合
建

設
（
バ
ッ
ク
ホ
ー
運
転
手
）◆
宝
工

業
（
機
械
加
工
作
業
員
）◆
平
田
製

作
所
（
精
密
機
械
製
造
工
）◆
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
セ
ブ
ン
国
東
店

（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
店
員
）◆
豊
洋

精
工（
塗
装
工
）

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
、

友
人
等
か
ら
の
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
察
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
他
の
専
門
機
関
等

を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

警
察
総
合
相
談
☎

＃（
シ
ャ
ー
プ
）９
１
１
０
、
ま

た
は
０
９
７―

５
３
４―

９
１
１
０

問　

国
東
警
察
署
総
務
課

☎
０
９
７
８―

72―

２
１
３
１
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11・12月の休日歯科当番医
午前９時～正午

11・12月の休日在宅当番医
午前８時３０分～午後５時

月日 病院名 所在地 電話番号

11月 9 日

11月 16 日

11月 23 日

11月 24 日

11月 30 日

12月 7 日

福永胃腸科外科医院
たてわき眼科
国見病院
朝倉内科医院
堀田医院
あおぞら病院
ふくだクリニック
松原医院
末綱クリニック
むさし整形外科医院
松木医院
あさひクリニック

国東町鶴川

武蔵町糸原

国見町伊美

安岐町中園

国見町伊美

国東町小原

国東町田深

武蔵町古市

国東町田深

武蔵町古市

国東町岩屋

国東町綱井

72-3001

69-0111

82-1251

67-2012

82-0490

72-0455

72-0168

68-0010

72-0433

69-0171

72-0345

72-0365

月日 医院名 所在地 電話番号

11月 9 日

11月 16 日

11月 23 日

11月 24 日

11月 30 日

12月 7 日

ふじがき歯科医院

清末歯科医院

矢野歯科医院

川野歯科医院

さいとう歯科医院

ざいぜん歯科

国見町伊美

国東町富来浦

安岐町瀬戸田

武蔵町古市

安岐町塩屋

国東町小原

82-1011

74-0102

67-0499

68-1574

67-2980

72-1042

※休日当番医は変更になることがありますので、
　電話でご確認のうえ受診してください。
国東市民病院（安岐町下原☎６７－１２１１）・
あおぞら病院（国東町小原☎７２－０４５５）は、
救急指定病院です。

※「お誕生日おめでとう！」「お悔やみ申し上げます」のコーナーについては、掲載希望の申し出のあった方を掲載しています。

KUNISAKI INFORMATION

21日

26日

29日

１日

２日

３日

４日

５日

８日

10日

11日

13日

16日

17日

18日

20日

安岐町瀬戸田

国見町竹田津

国東町中田

武蔵町古市

武蔵町古市

国見町　来

国東町田深

武蔵町吉広

安岐町下原

武蔵町糸原

国東町川原

安岐町糸永

国見町赤根

国東町小原

安岐町馬場

武蔵町古市

安岐町中園

安岐町馬場

武蔵町糸原

安岐町瀬戸田

国見町西方寺

安岐町矢川

安岐町下山口

国東町鶴川

安岐町下原

（敬称略）お悔やみ申し上げます。

９月22日～10月20日までの届出分

９月
（７９）

（８４）

（８４）

（８３）

（５８）

（８４）

（６６）

（９５）

（８６）

（９７）

（８１）

（９９）

（９８）

（９５）

（８６）

（７７）

（９４）

（７８）

（８８）

（９０）

（８８）

（７７）

（９５）

（７７）

（７９）

白　川　嘉　治

津　﨑　博　孝

長　尾　安　子

伊　　　健　一

坂　本　泰　之

小田原　久　司

國　廣　妙　子

清　原　　　靖

山　元　一　成

原　　　タ　ミ

能　武　豊　昭

古　庄　スミヱ

野　田　貞　香

小　田　トシヱ

馬　場　寛　治

伊　藤　綾　子

小　川　　　巧

岩　﨑　末　子

清　成　政　明

川　野　弘　美

河　原　　　枝

藤　原　正　勝

小　玉　正　登

綾　森　　　　

増　田　桃　枝

国東町綱井 72-0365
あおぞら病院（国東町小原☎７２－０４５５
救急指定病院です。

９月 10月
15日

22日

24日

26日

27日

１日

３日

４日

７日

12日

武蔵町小城

安岐町馬場

安岐町向陽台

国東町鶴川

安岐町塩屋

武蔵町池ノ内

国東町田深

国東町鶴川

安岐町瀬戸田

安岐町成久

国東町田深

桝　永　匠
たく

　人
　と

前　田　将
まさ

　希
　き

萩　本　紗
　さ　

　良
　ら

小　川　來
らい

　斗
　と　

金　澤　匠
たく

　弥
　み

秦　　　雪
ゆき

　美
　み

樋　田　結
　ゆ　

　月
つき

川　嶋　郁
いく

　澄
　と

山　崎　百
もも

　華
　か

宮　﨑　倖
　こ　

　羽
はね

小　庄　眞
なお

　寿
ひさ

お誕生おめでとう！お誕生おめでとう！ （敬称略）

(　)内は保護者の名前／９月22日～10月20日までの届出分

（賢・真依子）

（雄・祥子）

（亮・愛美）

（広典・知佳）

（智宏・三佳）

（秀和・小百合）

（幸男・真由実）

（光彰・知佳）

（紘典・千惠美）

（聖二・雅）

（誠・麻由美）

10月
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■入居者資格・家賃
⑴現に同居し、または同居しようとする親
族があること（高齢者・障がい者等は１
人でも入居可）
⑵現に住宅に困窮していることが明らかであ
ること
⑶県民税または市町村民税、公営住宅使用
料等を滞納していないこと
⑷条例で定める基準の収入であること
⑸入居者及び同居者が暴力団員ではないこと
⑹家賃の欄に「～」がついている住宅の家賃
は、世帯合計所得等により決定されます。

■申込手続
　入居希望者は、印鑑、住民票、所得証明
書、市税等完納証明書などの必要書類をご
用意のうえ、11月19日（水）までにお申し
込みください。

■入居可能日　
　12月１日（月）　※随時募集は除きます。

■抽選会・説明会
　入居資格のある申込者が複数あり、住宅
困窮度が定めがたい場合は、抽選とします。

11月20日（木）午後１時30分
国東市役所　第二庁舎会議室

国東市営(公営)住宅の入居者を募集します

【申込・問合先】
国東市役所建設課住宅係 ☎０９７８－７２－５１７９
国見総合支所地域産業建設課 ☎０９７８－８２－１１１４
武蔵総合支所地域産業建設課 ☎０９７８－６８－１１１３
安岐総合支所地域産業建設課 ☎０９７８－６７－１１１６

住宅名

国
見
町

八 坂 団 地

本 城 団 地

重 藤 団 地

平 床 団 地

池見台団地

武 蔵

グリーンヒル

武 渓 住 宅

向陽台団地

川 原 住 宅

楓 江 住 宅

上 椿 住 宅

かえで住宅

日 向 住 宅

3

1

1

1

1

4

1

1

2

1

2

3

2

国
東
町

武
蔵
町

安
岐
町

部屋番号 間取 家　賃（円）

住宅名 間取 家　賃 備考（円）

随時募集（申込時に入居可能日をお知らせします）

サンコーポラス富来

県営国見

県営月山
　

県営小川

2A-1-301号

2A-1-303号

2B-2-10号

3DK

3DK

2DK

4K

1～3階　35,000

4～5階　30,000

21,700～

19,100～

16,800～

所得制限なし

所得制限あり

所得制限あり

所得制限あり

1B-1-1号

1B-5-3号

2B-1-4号

A-5号

7-1号

8-1号

9号

71-1号

3-3号

1-7号

D棟

K棟

512号

532号

10-5号

1号

3号

123号

213号

233号

5-12号

7-10号

3K

4K

2DK

4K

4K

3LDK

2LDK

1LDK

3LDK

4LDK

3LDK

3DK

4K

3DK

3LDK

3LDK

11,900～

14,900～

13,800～

14,900～

17,600～

16,600～

20,500～

20,000～

38,000

46,000

51,000

62,000

21,400～

17,600～

15,200～

54,000

44,000

TR-1-101号
(高齢者用)

KUNISAKI INFORMATION

要予約平成26年度 大分県身体障がい者巡回相談会のお知らせ
身体障害者手帳や補装具についての相談をお受けします。※当日の診察と診断書に係る費用は無料です

【問合先】　福祉課 障がい者支援係　☎ 0978－72－5164　FAX 0978－72－5171

期　日　11月20日㈭
　　　　　検査・診察開始時刻
　　　　　　●肢体不自由　午後０時
　　　　　　●聴　覚　障　害　午後１時30分頃から聴力検査予定

場　所　杵築市文化体育館
　　　　　杵築市大字本庄2005番地　☎0978－63－5558
お願い　聴覚、肢体ともに予約制ですので、相談を希望される方は
　　　　11月17日㈪までに国東市役所福祉課までご連絡ください。

4-2号
(単身者用)

戸数



市内加盟店
主要観光施設
道の駅、里の駅
観光協会に設置
しています。

国東の観光やドライブのお供に一冊国東の観光やドライブのお供に一冊
スタンプラ

リー

　　好評実
施中！

　国東市内30店舗のランチを紹介。
　お昼ごはんを食べてスタンプをもらうと、抽選で
宿泊券・食事券などが当たります！
（スタンプラリーは来年3月末まで開催中です。ぜひ5店舗制覇
を目指してください）

▲持ち運びやすい小型サイズになりました。
　たくさんのお店を巡ってくださいね！

【問合先】国東市観光協会　☎0978－72－5168

▲持ち運びやすい小型サイズになりました。
　たくさんのお店を巡ってくださいね！

【問合先】国東市観光協会　☎0978－72－5168【問合先】国東市観光協会　☎0978－72－5168

国民健康保険税（５期）　介護保険料（６期）
後期高齢者医療保険料（５期）

ひとのうごき（９月30日現在）
人　口
男
女
世帯数

３０,５５０
１４,５７４
１５,９７６
１３,３１６

人

人

人

世帯

転入
転出
出生
死亡

45
50
15
29

（
（
（
（

）
）
）
）

－１８
－５
－１３
－２

（　）内は前月比

【問合先】 税務課　☎０９７８－７２－１１１１
納期限　12月１日（月）

11 月 の 納 税
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【役員】福田　榮／木戸昌夫／滝口和男
　　　　秋吉忠雄／堤康二郎／角田貞子
　　　　寺川延夫子／武多洋子

※お問合せの際には、住所、氏名、年齢をお伝え下さい。

◆ 入場整理券問合せ ◆
【支部】姫　島：須賀祥喜

国　見：岐部靖弘
来　浦：北島一利
富　来：河野敏夫
川　北：松尾泰二
川　南：馬場將郎
上国崎：参　一如

豊　崎：岡　直樹
旭　日：神田耕一
武　蔵：末綱元一
安　岐：河野勝彦
杵　築：清原洋一
別　府：郷司義明
大　分：築山洋一

【問合先】　国東市医師会 ☎0978-72-3892 主催：国東高校伊予野丘同窓会

【役員】
　　　　秋吉忠雄／堤康二郎／角田貞子

【支部】櫻井よしこ氏 講演会

― 日本のあるべき姿 ―
日時：11月22日（土）
　　　　　午後１時 開場
　　　　　午後２時 開演

会場：アストホール
無料
但し入場整理券が
必要です。
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